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研究紹介の本文： 

蛋白質は in vitro, in vivo においてダイナ

ミックで様々なコンフォメーションを取

り得るが，その構造変化に分子シャペロン

や多くの因子が関与している。これら夾雑

系において，パーキンソン病などの神経変

性疾患に関連する蛋白質のアミロイド線維化を含めた凝集形成機構を明らかにする

ことは，高齢化社会が進行する現代において大きな課題である。パーキンソン病に深

く関わっているαシヌクレインは天然変性蛋白質であり，特に細胞内でのその凝集化

のメカニズムは不明な点が多い。本研究では，分子シャペロンを含めた様々な生体関

連分子の影響を細胞内外でのαシヌクレインの凝集化とその制御の観点から研究を

進めていく。 
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